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私
は
「
商
業
施
設
（
特
に
商
店
街
）
の
活
性
化
、
中
心

市
街
地
の
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
に
多
く
の
地
域
で
講
演
し

て
い
ま
す
。
不
思
議
な
こ
と
に
、
聴
衆
（
自
治
体
職
員
や

商
業
者
）
の
関
心
事
は
「
成
功
す
る
手
段
」
の
一
点
に
集

中
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
「
成
功
事
例
を
教
え
て
」「
ど
う

や
れ
ば
成
功
し
ま
す
か
？
」
を
主
に
話
し
て
ほ
し
い
と
言

わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
私
は
次
の
二
つ
の
「
問
い
」
を
発
し
ま
す
。

　

①�

「
手
段
」
よ
り
「
目
的
」
を
先
に
探
し
て
い
ま
す

か
？

　

②�

成
功
っ
て
言
葉
を
乱
発
し
ま
す
が
、「
成
功
」
っ
て

何
で
す
か
？

「
手
段
」よ
り「
目
的
」を
先
に
決
め
る

　

前
回
タ
イ
ト
ル
は
「
協
働
の
目
的
は
『
市
民
の
満
足
度

向
上
』」
で
し
た
。
私
は
「
商
業
施
設
の
活
性
化
、
中
心

市
街
地
の
活
性
化
」
の
目
的
も
同
じ
だ
と
考
え
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
、
上
位
概
念
で
あ
る
地
方
自
治
の
目
的
も
「
市
民

の
満
足
度
向
上
」
に
あ
る
か
ら
で
す
。

　

そ
う
い
う
背
景
か
ら
自
治
体
職
員
や
商
業
者
に
、
活
性

化
の
「
目
的
＝
成
功
」
は
何
で
す
か
？　

と
問
い
か
け
て

み
ま
す
。
彼
ら
は
「
売
り
上
げ
向
上
」「
通
行
者
増
加
＝

賑に
ぎ

わ
い
向
上
」
と
当
然
の
よ
う
に
声
を
そ
ろ
え
ま
す
。
商

業
者
が
売
り
上
げ
や
売
り
上
げ
に
直
結
す
る
「
数
字
」
を

目
的
に
掲
げ
る
の
は
当
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

商
業
担
当
と
は
い
え
自
治
体
職
員
ま
で
が
「
特
定
商
業
者

の
売
り
上
げ
と
売
り
上
げ
に
直
結
す
る
数
字
」
を
、
自
治

体
業
務
の
目
的
と
考
え
る
姿
勢
は
不
思
議
で
す
。

　

こ
こ
か
ら
二
つ
の
問
題
が
見
え
て
き
ま
す
。
ま
ず
、
自

治
体
の
縦
割
り
主
義
の
弊
害
で
す
。
自
治
体
の
各
部
署
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
遂
行
す
べ
き
業
務
・
支
援
対
象
し
か
目
に
入

っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
縦
割
り
主
義
の
狭
い

視
点
に
と
ら
わ
れ
て
、
上
位
概
念
で
あ
る
地
方
自
治
の
目

的
「
市
民
の
満
足
度
向
上
」
が
忘
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

2
点
目
は
、
商
業
施
設
や
中
心
市
街
地
が
活
性
化
で
き

な
い
理
由
が
「
自
分
の
こ
と
し
か
見
え
な
い
縦
割
り
主

義
」
に
あ
る
こ
と
で
す
。

　

民
間
の
商
業
者
が
、
自
分
の
た
め
に
「
売
り
上
げ
を
欲

し
が
る
」
の
は
当
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
自
分

の
た
め
の
売
り
上
げ
支
援
を
、「
ま
ち
づ
く
り
、
中
心
市

街
地
活
性
化
」
を
大
義
名
分
に
自
治
体
に
求
め
る
発
想
は

公
私
混
同
で
す
。

　

自
治
体
の
責
任
は
さ
ら
に
重
い
。
自
分
（
の
部
署
）
が

遂
行
す
べ
き
業
務
・
支
援
対
象
し
か
目
に
入
っ
て
い
な
い

自
治
体
の
思
考
は
、
自
分
の
た
め
に
売
り
上
げ
を
欲
し
が

る
「
民
間
の
商
業
者
」
と
何
ら
変
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
分
の
た
め
に
売
り
上
げ
を
欲
し
が
る
「
民
間
の
商
業

者
」
の
要
求
を
当
然
視
し
て
、「
ま
ち
づ
く
り
、
中
心
市

街
地
活
性
化
」
の
予
算
か
ら
多
額
の
補
助
金
を
ば
ら
ま
く

と
い
っ
た
自
治
体
の
実
態
は
早
急
に
改
善
す
べ
き
課
題
で

す
。

　

商
店
街
支
援
が
公
私
混
同
で
あ
っ
て
も
、
売
り
上
げ
が

向
上
す
れ
ば
「
自
治
体
支
援
＝
補
助
金
支
給
」
に
何
ら
か

の
価
値
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、「
商

市
民
の
満
足
度
を
高
め
る
商
店
街
活
性
化（
1
）

「
効
率
、高
級
、交
流
」
3
コ
ウ
戦
略

久
繁
哲
之
介

地
域
再
生
プ
ラ
ン
ナ
ー

月
曜
連
載

施
策
や
施
設
を
つ
く
る
前
に「
顧
客
を
創
る
」地
域
再
生
②
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業
施
設
の
活
性
化
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
」
施
策
の
結

果
、
売
り
上
げ
が
持
続
的
に
増
加
し
た
事
例
は
全
国
で
数

え
る
ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
失
敗
に
、
商
業
者
と
自
治
体
は
「
目
的
は
変
え
な

い
」
ま
ま
「
別
の
手
段
」
を
探
し
て
「
別
の
補
助
金
」
を

使
っ
て
活
性
化
を
試
み
ま
す
が
、
ま
た
失
敗
し
ま
す
。

　

改
善
す
べ
き
本
質
は
「
自
治
体
の
縦
割
り
主
義
」
な
の

で
す
が
、
こ
の
本
質
改
善
に
は
時
間
を
要
し
ま
す
。
そ
れ

に
「
商
業
施
設
の
活
性
化
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
」
は

待
っ
た
な
し
の
課
題
で
す
。

　

問
題
解
決
は
、
全
て
「
緊
急
性
と
重
要
性
」
の
マ
ト
リ

ク
ス
で
考
え
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
す
ぐ
に
改

善
で
き
る
こ
と
を
二
つ
提
示
し
て
お
き
ま
す
。

　

①
手
段
よ
り
目
的
を
先
に
決
め
る

　

②�

目
的
の
「
正
し
さ
、
上
位
概
念
と
の
整
合
性
」
を
確

認
す
る

「
商
店
街
活
性
化
＝
レ
ト
ロ
化
」の
安
易
さ

　

「
商
業
施
設
（
特
に
商
店
街
）
の
活
性
化
」
が
、
商
業

者
も
自
治
体
も
「
自
分
の
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
」
か

ら
失
敗
す
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
こ
の
具
体
的
な
事
例
を

示
し
ま
す
。

　

私
は
東
京
都
江
東
区
の
市
民
向
け
講
座
「
ま
ち
づ
く

り
」
の
講
師
を
務
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
地
元
商
店
街
の

活
性
化
事
例
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
に
使
っ
て
、
受
講
生

た
ち
に
意
見
交
換
を
促
し
ま
し
た
。

　

事
例
と
意
見
の
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

　

【
事
例
】
東
京
都
江
東
区
の
亀
戸
香
取
勝
運
商
店
街
は

2
0
1
1
年
3
月
、
レ
ト
ロ
商
店
街
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
事
業
総
額
は
約
2
億
6
0
0
0

万
円
、
う
ち
8
割
（
約
2
億
1
0
0
0
万
円
）
が
補
助
金

で
す
。
商
店
街
30
世
帯
の
負
担
は
2
割
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

補
助
金
使
途
は
ほ
と
ん
ど
が
「
個
人
店
舗
の
外
観
美
化
・

看
板
設
置
」
で
す
（
写
真
）。

　

【
意
見
1
】
江
東
区
の
世
帯
数
は
20
万
以
上
だ
が
、
わ

ず
か
30
世
帯
に
2
億
1
0
0
0
万
円
の
補
助
金
支
出
は
、

不
適
正
で
不
公
平
だ
と
思
う
。

　

【
意
見
2
】
写
真
で
わ
か
る
よ
う
に
、
補
助
金
使
途
の

ほ
と
ん
ど
が
「
個
人
店
舗
の
外
壁
・
看
板
」
の
レ
ト
ロ
建

築
費
。
つ
ま
り
、
個
人
不
動
産
の
外
観
美
化
改
築
に
1
戸

当
た
り
7
0
0
万
円
も
の
補
助
金
が
も
ら
え
る
の
は
、
さ

ら
に
不
適
正
だ
と
思
う
。

　

【
意
見
3
】
レ
ト
ロ
商
店
街
と
は
、
衰
退
す
る
地
方
都

市
商
店
街
が
観
光
客
を
誘
致
し
て
活
性
化
を
も
く
ろ
む
手

段
。
そ
れ
を
、
東
京
で
ま
ね
し
て
も
「
成
功
」（
観
光
客

増
加
、
売
り
上
げ
増
加
）
し
な
い
と
思
う
。

　

【
意
見
4
】
売
り
上
げ
が
欲
し
い
な
ら
、
改
善
す
べ
き

は
「
店
の
外
観
（
を
レ
ト
ロ
化
）」
で
は
な
く
「
店
主
の

営
業
努
力
と
接
客
態
度
」。
観
光
客
誘
致
目
的
の
レ
ト
ロ

化
な
の
に
、
日
曜
日
を
定
休
日
と
す
る
店
が
多
い
の
は
笑

っ
て
し
ま
う
。

　

【
意
見
5
】
店
主
の
努
力
不
足
を
見
る
と
、
こ
の
事
業

は
自
治
体
の
（
予
算
を
消
化
し
た
い
）
都
合
で
遂
行
さ
れ
、

商
店
側
は
「
嫌
々
お
付
き
合
い
」
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

【
意
見
6
】
い
ず
れ
に
し
て
も
一
番
の
不
満
は
、
も
し

仮
に
レ
ト
ロ
化
が
成
功
し
て
観
光
客
が
来
た
と
し
て
も
、

私
た
ち
地
元
区
民
に
は
何
も
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
。
こ
ん
な

税
金
の
無
駄
遣
い
は
、
も
う
や
め
て
ほ
し
い
。

　

【
意
見
7
】
商
店
街
へ
の
無
駄
な
補
助
金
が
既
得
権
化

す
る
一
方
、
私
た
ち
区
民
が
何
か
要
望
す
る
と
自
治
体
は

必
ず
「
厳
し
い
財
政
事
情
の
折
、
そ
れ
は
支
援
で
き
な

い
」
と
言
う
。
既
得
権
化
し
た
補
助
金
事
業
ほ
ど
、
特
定

の
業
界
・
業
者
に
だ
け
金
が
回
る
か
ら
一
度
、
ゼ
ロ
リ
セ

ッ
ト
す
べ
き
。
市
民
参
加
型
の
事
業
仕
分
け
を
通
し
て
、

市
民
が
望
む
分
野
に
税
金
を
使
う
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
ほ

レトロ化した亀戸香取勝運商店街
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し
い
。

「
同
業
の
動
向
」よ
り「
顧
客
の
不
満
」

　

前
回
、
公
共
施
設
活
性
化
の
鍵
は
自
治
体
が
「
同
業
の

動
向
よ
り
顧
客
の
不
満
を
見
る
こ
と
に
あ
る
」
と
指
摘
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
て
の
自
治
体
業
務
が
「
同
業
の
動

向
」
ば
か
り
見
て
い
て
、「
市
民
の
不
満
」
に
配
慮
で
き

て
い
な
い
実
態
を
踏
ま
え
て
の
指
摘
で
す
。

　

亀
戸
香
取
勝
運
商
店
街
へ
の
自
治
体
支
援
と
、
そ
れ
に

対
す
る
地
元
市
民
の
意
見
1
〜
7
は
、
ま
さ
に
「
前
回
の

指
摘
」
と
同
質
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
自
治
体
の
思
考
は

担
当
業
務
（
部
署
）
が
違
っ
て
も
、
全
く
同
じ
習
性
が
見

ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、「
同
業
の
動
向
よ
り
顧
客
の
不
満

を
見
る
」
こ
と
へ
の
変
革
は
、
全
て
の
自
治
体
業
務
に
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
指
摘
を
今
回
は
「
商
業
施
設
（
特
に
商
店
街
）
活

性
化
」
を
テ
ー
マ
に
説
明
し
ま
す
。
他
の
業
務
担
当
者
も

「
自
分
ご
と
」
と
し
て
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

自
治
体
の
商
業
担
当
職
員
と
商
店
街
は
「
同
業
で
あ
る

他
都
市
の
商
店
街
」
動
向
は
非
常
に
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
顧
客
（
地
元
市
民
）
の
ニ
ー
ズ
・
不
満
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
は
、
驚
く
ほ
ど
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
顧
客

を
理
解
で
き
て
い
な
い
の
で
、
な
ぜ
顧
客
が
商
店
街
よ
り

ラ
イ
バ
ル
（
郊
外
大
型
店
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
通

販
）
を
好
ん
で
利
用
す
る
か
も
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

自
治
体
の
商
業
担
当
職
員
と
商
店
街
は
「
調
査
活
動
」

を
し
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
彼
ら
は
非
常

に
研
究
熱
心
で
、
お
金
と
時
間
を
か
け
て
「
成
功
事
例
と

言
わ
れ
る
商
店
街
の
視
察
」
に
は
よ
く
行
き
ま
す
。
成
功

事
例
と
自
分
の
地
域
で
は
特
性
が
違
う
こ
と
に
気
が
つ
け

ず
、
視
察
後
に
成
功
事
例
の
表
面
を
、
そ
っ
く
り
模
倣
す

る
事
例
が
非
常
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
「
成
功
事
例
の
模
倣
」
は
亀
戸
香
取
勝
運
商
店
街

に
も
見
ら
れ
ま
す
。
同
商
店
街
に
補
助
金
を
つ
け
た
江
東

区
文
化
観
光
課
に
取
材
し
ま
し
た
が
、
レ
ト
ロ
商
店
街
の

視
察
先
と
し
て
有
名
な
大
分
県
豊
後
高
田
市
の
商
店
街
を

視
察
し
た
と
言
い
ま
す
。
視
察
ラ
ッ
シ
ュ
で
知
名
度
が
上

が
っ
た
同
商
店
街
は
「
昭
和
レ
ト
ロ
商
店
街
」
と
い
う
愛

称
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

江
東
区
文
化
観
光
課
は
、
今
年
3
月
に
マ
ス
コ
ミ
に
次

の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
資
料
を
送
付
し
ま
し
た
。

　

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン　
昭
和
レ
ト
ロ
な
商
店
街
「
亀
戸
香
取

勝
運
商
店
街
」
オ
ー
プ
ン
！

　

本
文
冒
頭　
亀
戸
の
香
取
神
社
（
亀
戸
3
）
の
参
道
に

あ
る
商
店
街
「
亀
戸
香
取
大
門
通
り
会
」
が
、
3
月
12
日

（
土
）、
昭
和
レ
ト
ロ
を
彷
彿
さ
せ
る
外
観
に
衣
替
え
し
、

名
称
も
新
し
く
「
亀
戸
香
取
勝
運
商
店
街
」
と
し
て
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
こ
の
商
店
街
は
、
2
0
1
0
年
度
、
東
京

都
地
域
連
携
型
モ
デ
ル
商
店
街
事
業
に
指
定
さ
れ
、
東
京

都
及
び
江
東
区
の
支
援
を
受
け
て
観
光
レ
ト
ロ
商
店
街
と

し
て
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。（
傍
線
強
調
は
筆

者
）

　

典
型
的
な
役
所
文
書
な
の
で
「
自
治
体
職
員
の
目
線
」

で
見
れ
ば
、
何
の
粗
相
も
な
い
と
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
、
江
東
区
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
資
料
と
写
真
を

「
市
民
目
線
」
で
見
る
と
、
成
功
事
例
の
模
倣
は
、
外
観

に
と
ど
ま
ら
ず
「
昭
和
レ
ト
ロ
商
店
街
」
と
い
う
愛
称
に

も
及
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
お
上
か
ら
「
モ
デ

ル
事
業
に
選
定
さ
れ
た
」
こ
と
を
誇
る
役
所
的
な
意
識
が

垣
間
見
え
る
表
現
は
、
鼻
に
つ
き
ま
す
。

　

一
方
、「
地
元
市
民
の
買
い
物
へ
の
利
便
性
・
不
満
に

応
え
よ
う
」
と
い
う
姿
勢
は
、
全
く
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
「
同
業
の
動
向
」
や
「
お
上
（
上
司
）
の

顔
色
」
だ
け
を
見
て
、「
地
元
市
民
の
不
満
」
に
は
配
慮

で
き
な
い
自
治
体
の
施
策
は
、
そ
れ
が
文
章
に
露
呈
し
ま

す
。

　

地
元
市
民
を
全
く
配
慮
し
て
い
な
い
自
治
体
施
策
に
、

地
元
市
民
が
意
見
1
〜
7
の
よ
う
な
強
い
否
定
反
応
を
示

す
の
は
当
然
の
帰
結
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

商
店
街
と
農
業
の
共
通
項「
努
力
不
足
」

　

亀
戸
香
取
勝
運
商
店
街
の
名
誉
の
た
め
に
補
足
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
商
店
街
活
性
化
施
策
へ
の
否
定
的
な
意
見
は
、

同
商
店
街
に
限
っ
た
話
で
は
な
く
、
全
国
商
店
街
の
ほ
と

ん
ど
に
注
が
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
意
見
5
が
示
す
よ
う
に
、
商
店
街
活
性
化
に
多

額
の
税
金
が
投
入
さ
れ
る
本
当
の
理
由
は
「
自
治
体
の

（
予
算
を
消
化
し
た
い
）
都
合
」
で
あ
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
の
実
家
は
、
つ
い
最
近
ま
で
広
島
駅
前
の
商
店
街
で

飲
食
店
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
地
元
自
治
体
か
ら
「
ア
ー

ケ
ー
ド
を
設
置
し
ま
せ
ん
か
？　

こ
ん
な
モ
デ
ル
事
業
を

始
め
る
か
ら
使
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
？　

事
業
費
は
ほ
と
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ん
ど
補
助
金
だ
か
ら
、
お
金
の
心
配
は
大
丈
夫
で
す
よ
」

な
ど
と
、
毎
年
の
よ
う
に
「
補
助
事
業
の
営
業
」
が
あ
り

ま
し
た
。

　

自
治
体
の
「
補
助
金
を
使
い
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
営
業

攻
勢
が
続
く
と
、
商
い
感
覚
が
ま
ひ
す
る
商
店
が
出
て
き

ま
す
。「
自
分
の
商
い
な
の
に
、
自
治
体
の
都
合
の
た
め

に
、
や
っ
て
や
る
」
感
覚
に
変
わ
っ
て
い
く
の
で
す
。
そ

う
い
う
商
店
主
が
増
え
る
と
「
商
店
街
の
賑
わ
い
や
売
り

上
げ
が
悪
く
な
れ
ば
、
自
治
体
が
困
っ
て
、
助
け
て
く
れ

る
（
補
助
金
を
く
れ
る
）」
と
い
う
「
行
政
依
存
心
が
商

店
街
に
芽
生
え
」
始
め
ま
す
。

　

今
、
商
店
街
の
行
政
依
存
は
全
国
に
蔓ま

ん
え
ん延
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
比
例
す
る
よ
う
に
商
店
街
は
衰
退
し
ま
し
た
。
商

店
街
が
疲
弊
し
た
一
番
の
理
由
は
、
郊
外
大
型
店
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
ラ
イ
バ
ル
出
現
に
何
ら
対
応
し
な
い

「
商
店
自
身
の
努
力
不
足
」
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
商

店
の
努
力
不
足
を
「
自
治
体
の
（
予
算
を
消
化
し
た
い
）

都
合
」
が
加
速
さ
せ
た
の
は
確
か
で
す
。
端
的
に
言
え
ば
、

商
店
街
の
衰
退
は
自
治
体
の
「
補
助
金
ば
ら
ま
き
」
施
策

が
引
き
起
こ
し
た
産
物
で
す
。

　

こ
の
構
図
は
農
業
に
も
見
ら
れ
ま
す
。
作
る
物
と
量
は
、

自
分
で
考
え
ず
に
行
政
の
言
う
が
ま
ま
。
補
助
金
漬
け
で

努
力
を
怠
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
気
が
つ
け
ば
、
ラ
イ

バ
ル
（
海
外
農
業
）
に
太
刀
打
ち
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
構
図
が
わ
か
ら
な
い
と
、
戸
別
補
償
と
い
う
名

の
「
補
助
金
ば
ら
ま
き
」
強
化
施
策
が
導
か
れ
て
、
事
態

悪
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
の
活
性
化
は
難
し
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
ラ
イ
バ

ル
（
海
外
農
業
）
よ
り
優
位
に
立
て
る
戦
略
は
多
く
、
関

税
、
安
全
性
、
水
耕
栽
培
な
ど
の
技
術
革
新
、
企
業
参
入
、

飲
食
店
と
の
連
携
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
商
店
街
な
ど
街
中
の
商
業
施
設
が
ラ
イ
バ
ル

（
郊
外
大
型
店
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
通
販
）
よ
り
優

位
に
立
て
る
戦
略
は
読
者
の
地
域
で
は
現
在
、
ど
の
よ
う

に
描
か
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
本
質
的
な
問
い
に
、
自
治
体
と
商
店
街
の
多
く
は

「
ラ
イ
バ
ル
（
郊
外
大
型
店
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
通

販
）
よ
り
優
位
に
立
て
る
戦
略
な
ん
て
考
え
た
こ
と
も
な

い
」
と
答
え
る
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
自
治
体
と
商
店

街
は
「
同
業
の
動
向
」
ば
か
り
見
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

補
助
金
漬
け
の
「
他
都
市
商
店
街
の
動
向
」
ば
か
り
見

て
い
れ
ば
、
補
助
金
漬
け
の
弊
害
に
気
が
つ
け
な
い
し
、

市
民
（
顧
客
）
の
否
定
的
な
声
も
感
じ
と
れ
ま
せ
ん
。

　

自
治
体
の
商
店
街
活
性
化
施
策
は
、
市
民
目
線
で
見
れ

ば
「
根
本
か
ら
変
え
る
必
要
」
が
あ
り
ま
す
。
根
本
か
ら

変
え
る
と
は
、
意
見
7
に
あ
る
よ
う
に
「
補
助
金
制
度
を

（
一
次
的
に
で
も
）
廃
止
」
す
る
こ
と
を
市
民
は
求
め
て

い
ま
す
。

　

皮
肉
な
こ
と
に
、
補
助
金
を
も
ら
う
側
の
商
店
街
自
身

も
、
そ
の
必
要
性
を
あ
ま
り
感
じ
て
い
ま
せ
ん
。
先
述
の

よ
う
に
、
自
治
体
の
「
補
助
事
業
の
営
業
」
に
「
嫌
々
お

付
き
合
い
」
で
補
助
金
が
使
わ
れ
る
事
例
も
目
立
ち
ま
す
。

　

商
店
街
活
性
化
を
真
剣
に
考
え
る
な
ら
ば
、
自
治
体
の

「
補
助
金
ば
ら
ま
き
」
施
策
を
止
め
る
勇
気
あ
る
提
案
が

出
て
し
か
る
べ
き
で
す
。
こ
れ
は
三
つ
の
大
き
な
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

　

①
商
店
街
は
行
政
依
存
し
な
く
な
り
、
自
立
す
る

　

②
自
治
体
の
予
算
無
駄
遣
い
を
な
く
す

　

③�

自
治
体
の
仕
事
が
「
予
算
の
審
査
・
分
配
」
か
ら

「
市
民
と
事
業
者
の
双
方
が
豊
か
に
な
る
提
案
」
に

変
わ
る

「
補
助
金
」よ
り「
ノ
ウ
ハ
ウ
」を
提
供

　

重
要
な
の
で
繰
り
返
し
ま
す
。
自
治
体
は
「
同
業
の
動

向
で
な
く
顧
客
の
不
満
を
見
る
」
こ
と
で
、
地
方
自
治
の

目
的
「
市
民
の
満
足
度
向
上
」
を
実
現
で
き
ま
す
。
つ
ま

り
、
商
店
街
活
性
化
も
「
顧
客
（
市
民
）
の
不
満
」
を
見

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
先
述
し
た
市
民

の
否
定
的
な
意
見
七
つ
を
ベ
ー
ス
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

市
民
の
否
定
的
な
意
見
七
つ
は
全
て
「
消
費
者
の
視

点
」「
納
税
者
の
視
点
」
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
自

治
体
に
は
「
私
の
払
っ
た
税
金
を
正
し
く
使
っ
て
い
る

か
」
と
い
う
審
査
的
な
視
線
が
注
が
れ
ま
す
。
商
店
街
へ

の
視
線
は
さ
ら
に
厳
し
い
。
商
店
街
に
は
「
私
の
お
金
と

時
間
を
投
資
で
き
る
価
値
が
あ
る
か
」
と
、
市
民
が
愛
用

し
て
い
る
他
の
消
費
手
段
（
郊
外
大
型
店
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
通
販
）
と
の
比
較
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
商
店
街
活
性
化
は
ラ
イ
バ
ル
（
郊
外
大
型
店
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
通
販
）
よ
り
優
位
に
立
て
る
戦
略

の
立
案
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
私
は
「
効
率
、
高
級
、
交

流
」
の
「
3
コ
ウ
戦
略
」
を
提
言
し
て
い
ま
す
。

「
効
率
、高
級
、交
流
」ど
れ
で
差
別
化
？

　

「
効
率
、
高
級
、
交
流
」
の
3
コ
ウ
戦
略
は
、
経
営
学
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者
マ
イ
ケ
ル
・
ト
レ
ー
シ
ー
と
フ
レ
ッ
ド
・
ウ
ィ
ア
セ
ー

マ
が
提
唱
し
た
以
下
の
三
つ
の
企
業
経
営
戦
略
を
、
私
が

商
店
街
活
性
化
の
講
演
用
に
改
良
し
た
も
の
で
す
。

　

①
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
エ
ク
セ
レ
ン
ス
戦
略

　

②
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
リ
ー
ダ
ー
戦
略

　

③
カ
ス
タ
マ
ー
・
イ
ン
テ
ィ
マ
シ
ー
戦
略

　

ト
レ
ー
シ
ー
と
ウ
ィ
ア
セ
ー
マ
は
「
全
て
の
企
業
活
動

は
、
3
戦
略
の
い
ず
れ
か
で
ラ
イ
バ
ル
と
圧
倒
的
な
差
別

化
を
図
れ
ば
、
勝
者
（
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
）
に
な
れ
る
」
と

主
張
し
ま
す
。
換
言
す
れ
ば
、
物
が
あ
ふ
れ
た
今
、
3
戦

略
の
い
ず
れ
に
も
優
れ
て
い
な
い
商
い
・
商
店
は
必
ず
衰

退
し
ま
す
。
詳
細
は
彼
ら
の
著
書
「
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
企
業

の
法
則
─
勝
者
が
選
ん
だ
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
」（
日
本
経

済
新
聞
出
版
社
）
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

こ
の
3
戦
略
を
私
が
改
良
し
た
「
効
率
、
高
級
、
交

流
」
の
3
コ
ウ
戦
略
に
置
き
換
え
て
説
明
し
ま
す
。
商
店

街
の
衰
退
理
由
も
、
活
性
化
施
策
も
、
こ
の
「
効
率
、
高

級
、
交
流
」
の
3
コ
ウ
戦
略
で
明
確
に
説
明
・
計
画
で
き

ま
す
。

効
率
戦
略

　

「
効
率
（
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
エ
ク
セ
レ
ン
ス
）
戦

略
」
は
、
顧
客
に
「
便
利
さ
、
安
さ
、
早
さ
」
と
い
う
価

値
を
訴
求
し
ま
す
。「
安
さ
」
を
実
現
す
る
に
は
、
大
量

仕
入
れ
が
必
要
で
す
。「
便
利
さ
、
早
さ
」
を
実
現
す
る

に
は
、
高
度
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
効
率
戦
略
は
ど
れ

も
、
大
資
本
企
業
が
極
め
て
有
利
で
す
。
事
実
、
効
率
戦

略
で
差
別
化
を
図
る
商
業
施
設
を
列
記
す
る
と
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ト
ア
、
フ
ァ
ス

ト
フ
ー
ド
店
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
可
能
な

郊
外
大
型
店
、
自
宅
で
買
い
物
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
の
通
販
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
大
資
本
企
業
が

顧
客
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
に
開
発
し
た
新
し
い
業
態
と

い
う
共
通
項
が
あ
り
ま
す
。

　

デ
フ
レ
が
長
期
化
す
る
昨
今
、
特
に
「
安
さ
」
を
追

求
す
る
効
率
戦
略
に
傾
斜
す
る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。

「
安
さ
」
を
求
め
る
顧
客
が
多
い
以
上
、
個
人
商
店
も
何

ら
か
の
形
で
「
安
さ
＝
お
得
感
」
を
示
す
工
夫
が
必
要
で

す
。
大
資
本
企
業
は
大
量
仕
入
れ
で
全
て
の
商
品
を
安
く

で
き
ま
す
。
一
方
、
個
人
商
店
は
全
て
の
商
品
は
安
く
で

き
な
い
が
、
一
部
商
品
だ
け
を
戦
略
的
に
安
く
す
る
こ
と

は
可
能
で
す
。
こ
の
「
試
供
品
的
な
安
い
商
品
（
目
玉
商

品
）
の
創
り
方
」
は
次
回
に
お
話
し
し
ま
す
。

高
級
戦
略

　

「
高
級
（
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
リ
ー
ダ
ー
）
戦
略
」
は
、
商

品
の
高
級
さ
を
訴
求
し
、「
安
さ
」
と
は
正
反
対
の
価
値

の
創
出
で
す
。
つ
ま
り
、
高
級
戦
略
と
効
率
戦
略
は
対
極

に
あ
り
共
存
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
中
間
（
安
く
も
な
く
、

高
級
で
も
な
い
）
は
第
三
戦
略
の
「
交
流
」
を
訴
求
し
な

い
と
、
中
途
半
端
で
「
戦
略
が
な
い
」
の
と
同
じ
で
す
。

　

「
高
級
」
市
場
の
大
き
さ
は
、「
効
率
」
市
場
に
反
比

例
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、「
安
さ
」
を
求
め
る
顧
客
が
増

え
る
昨
今
、
高
級
市
場
は
縮
小
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

す
。
高
級
戦
略
で
差
別
化
を
図
っ
て
き
た
が
、
市
場
縮
小

が
続
く
業
界
の
象
徴
が
百
貨
店
で
す
。
高
級
戦
略
も
大
資

本
企
業
が
有
利
で
す
が
、
百
貨
店
な
ど
大
資
本
企
業
で
も

敗
者
に
な
る
ほ
ど
デ
フ
レ
が
進
ん
で
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

高
級
戦
略
に
は
「
便
利
さ
（
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
）」

の
正
反
対
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
希
少
価
値

（
期
間
限
定
、
当
地
限
定
）」
に
個
人
商
店
や
地
方
都
市

は
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
し
か
な
い
地
域
限
定

の
商
品
や
施
設
を
創
る
の
で
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
商
い
は
常
に
「
模
倣
」
と
の
戦
い
に
さ

ら
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
先
述
し
た
「
昭
和
レ
ト
ロ
商
店

街
」
は
全
国
に
一
つ
か
二
つ
し
か
な
い
時
点
で
は
希
少
価

値
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
成
功
を
見
て
模
倣
す

る
商
店
街
が
乱
立
し
た
今
で
は
、
模
倣
し
た
者
は
も
ち
ろ

ん
、
元
祖
も
希
少
価
値
を
失
い
、
顧
客
か
ら
見
放
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

希
少
価
値
を
持
続
さ
せ
る
に
は
、
模
倣
さ
れ
な
い
「
高

い
技
術
力
」
や
「
共
感
さ
れ
る
物
語
」
が
必
要
で
す
。
当

連
載
で
は
、
女
性
経
営
者
の
「
共
感
さ
れ
る
物
語
」
を
5
、

6
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

交
流
戦
略

　

「
交
流
（
カ
ス
タ
マ
ー
・
イ
ン
テ
ィ
マ
シ
ー
）
戦
略
」

は
顧
客
に
「
心
の
満
足
度
」
を
訴
求
し
ま
す
。
効
率
戦

略
と
高
級
戦
略
の
基
準
は
、
流
通
「
量
」
の
多
寡
や
「
お

金
」
の
高
低
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
正
反
対
の
位
置
づ
け

に
あ
り
ま
す
。
一
方
、
交
流
戦
略
は
顧
客
の
「
心
」
の
満

足
度
が
基
準
で
す
。
人
の
心
は
百
人
百
様
な
の
で
、
顧
客

ご
と
に
き
め
細
か
く
「
お
も
て
な
し
、
お
つ
き
あ
い
」
す
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る
こ
と
が
交
流
戦
略
の
骨
格
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
顧
客
ご
と
に
き
め
細
か
く
「
お
も
て
な
し
、
お
つ

き
あ
い
」
す
る
「
交
流
」
を
、
面
倒
と
思
う
か
、
楽
し
め

る
か
が
成
否
を
分
け
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
つ
ま
り
、
面
倒

と
思
え
ば
参
入
し
な
い
し
、
参
入
し
て
も
利
益
は
出
な
い
。

一
方
、
顧
客
と
共
に
楽
し
め
れ
ば
顧
客
も
利
益
も
増
え
ま

す
。

　

大
資
本
企
業
は
面
倒
な
交
流
戦
略
に
（
今
の
と
こ
ろ
ほ

と
ん
ど
）
参
入
し
て
い
ま
せ
ん
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
確
立
し
て
効
率
戦
略
で
優
位
性
を
維
持
で
き

て
い
る
の
だ
か
ら
当
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
個

人
商
店
の
多
く
が
交
流
戦
略
を
「
面
倒
だ
か
ら
採
用
し
な

い
」
現
状
に
は
苦
言
を
呈
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、「
効
率
」

「
高
級
」
の
2
戦
略
が
大
資
本
企
業
に
圧
倒
的
に
有
利
な

状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
個
人
商
店
が
ラ
イ
バ
ル
と
の
差
別

化
を
図
る
に
は
交
流
戦
略
に
限
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　

交
流
戦
略
は
、「
早
さ
」
の
正
反
対
と
も
言
え
ま
す
。

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
の
効
率
戦
略
に
対
し
て
、
ス
ロ
ー
フ

ー
ド
店
が
交
流
戦
略
の
典
型
で
す
。

　

拙
著
「
日
本
版
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
」「
地
域
再
生
の
罠
」

の
双
方
で
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
有
効
性
を
強
調
す
る
背
景
が

こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
地
方
都
市
街
中
や
商
店
街

の
活
性
化
は
、
ラ
イ
バ
ル
（
郊
外
大
型
店
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
通
販
）
と
の
差
別
化
が
重
要
で
す
。
そ
の
差
別

化
戦
略
は
「
交
流
」
が
最
適
で
、
業
種
的
に
は
物
販
店
よ

り
も
「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
店
」
の
方
が
戦
略
の
差
別
化
が

「
商
店
に
は
容
易
」
で
「
顧
客
に
見
え
や
す
い
」
の
で
す
。

　

今
、
高
齢
化
と
過
疎
化
の
進
展
に
よ
り
、
孤
立
し
た
買

い
物
難
民
の
増
加
が
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

孤
立
し
た
買
い
物
難
民
は
個
別
に
き
め
細
か
く
お
つ
き
あ

い
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
に
も
交
流
戦
略
の

市
場
が
あ
り
ま
す
。

　

当
連
載
で
は
、
買
い
物
難
民
へ
の
対
策
と
、
商
店
街
活

性
化
を
結
び
つ
け
た
施
策
を
取
り
上
げ
る
予
定
で
す
。

商
品
と
店
員
の
戦
略
を
一
致
さ
せ
る

　

以
上
三
つ
の
戦
略
は
「
商
品
（
物
）」
と
「
店
員
（
人
）」

で
一
貫
性
を
保
つ
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

交
流
戦
略
の
商
品
を
そ
ろ
え
る
店
に
は
、
特
定
の
フ
ァ

ン
（
顧
客
）
が
持
続
的
に
集
ま
り
ま
す
。
商
店
主
（
店

員
）
も
、
顧
客
の
顔
や
こ
だ
わ
り
を
覚
え
、
顧
客
ご
と
に

き
め
細
か
く
「
お
も
て
な
し
、
お
つ
き
あ
い
」
す
る
「
交

流
」
戦
略
が
必
要
で
す
。

　

高
級
戦
略
の
商
品
を
そ
ろ
え
る
店
に
は
、
高
級
感
を
堪

能
し
た
い
セ
レ
ブ
的
な
客
層
が
多
く
、
商
店
主
（
店
員
）

も
商
品
知
識
が
豊
富
で
一
流
ホ
テ
ル
の
ド
ア
マ
ン
の
よ
う

に
紳
士
的
に
ふ
る
ま
え
る
高
級
戦
略
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

　

効
率
戦
略
の
商
品
を
扱
う
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
に
は
、

店
員
と
交
流
し
た
い
顧
客
は
ほ
と
ん
ど
来
ま
せ
ん
。
店
員

は
当
然
、
レ
ジ
で
効
率
戦
略
（
事
務
的
な
戦
略
接
客
態

度
）
で
対
応
す
べ
き
で
す
。

　

も
し
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
の
店
員
が
、
友
人
の
顧
客

が
来
た
時
に
レ
ジ
で
「
じ
っ
く
り
と
会
話
」
す
れ
ば
、
列

に
並
ぶ
顧
客
に
迷
惑
を
か
け
、
店
の
評
判
と
利
益
を
確
実

に
落
と
し
ま
す
。

　

こ
れ
を
「
商
品
（
物
）
と
店
員
（
人
）
の
戦
略
の
不
一

致
」
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
は
衰
退
す
る
百
貨
店
で
顕
著
に

見
ら
れ
ま
す
。
百
貨
店
は
商
品
に
高
級
戦
略
を
採
用
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
商
品
知
識
が
豊
富
で
一
流
ホ
テ
ル
の

ド
ア
マ
ン
の
よ
う
な
店
員
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
昨
今

の
百
貨
店
は
客
が
非
常
に
少
な
い
せ
い
か
、
顧
客
が
陳
列

商
品
に
触
る
と
す
ぐ
買
っ
て
ほ
し
そ
う
な
目
線
で
近
寄
っ

て
き
ま
す
。
し
つ
こ
く
付
き
ま
と
う
「
高
級
感
の
な
い

（
品
の
な
い
）」
店
員
が
多
い
百
貨
店
ほ
ど
業
績
が
芳
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
百
貨
店
の
衰
退
理
由
の
一
つ
に
「
商
品

（
物
）
と
店
員
（
人
）
の
戦
略
の
不
一
致
」
が
あ
り
ま
す

が
、
同
じ
こ
と
が
商
店
街
に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。

　

以
上
の
3
コ
ウ
戦
略
を
も
と
に
、
読
者
が
住
む
地
域
の

商
店
街
を
評
価
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

お
そ
ら
く
、
商
品
に
「
効
率
（
安
さ
）」
も
「
高
級
」

も
訴
求
で
き
て
い
な
い
。
か
と
い
っ
て
「
交
流
」
を
訴
求

す
る
商
品
（
例
え
ば
、
自
分
の
こ
だ
わ
り
を
顧
客
に
語
れ

る
一
品
）
を
陳
列
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
要
す
る
に
、

商
店
街
の
「
商
品
（
物
）
に
3
コ
ウ
戦
略
は
ほ
と
ん
ど
意

識
さ
れ
て
い
な
い
」
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
商
店
主
（
人
）
に
も
戦
略
ら
し
き
も
の
は
見
ら

れ
な
い
。
強
い
て
言
え
ば
、
効
率
戦
略
（
と
い
う
よ
り
は
、

面
倒
く
さ
そ
う
な
事
務
的
な
接
客
態
度
）
で
し
ょ
う
か
。

要
す
る
に
、
商
店
街
の
「
商
店
主
（
人
）
も
3
コ
ウ
戦
略

は
ほ
と
ん
ど
意
識
し
て
い
な
い
」
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
い
う
商
店
街
を
読
者
（
自
治
体
職
員
）
は
、
こ
れ

か
ら
も
補
助
金
漬
け
に
し
ま
す
か
？　

そ
れ
と
も
、
3
コ

ウ
戦
略
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
無
料
で
教
え
て
あ
げ
ま
す
か
？


